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五
十
市
支
店
管
内
で
和
牛
生
産
を
営
む
藤
丸
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

Q
経
営
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
妻
と
二
人
で
親
牛
20
頭
、
子
牛
生
産
を
年
間
17
頭
、
田

ん
ぼ
を
50
ａ
し
て
い
ま
す
。
妻
が
離
乳
ま
で
の
子
牛
、

離
乳
後
は
私
が
見
る
と
い
っ
た
作
業
を
分
担
し
て
い
ま
す
。

Q
就
農
し
た
き
っ
か
け
は
？

A
親
が
元
々
、
園
芸
と
和
牛
４
頭
を
や
っ
て
お
り
、
親
と

共
に
農
業
高
校
を
卒
業
後
就
農
し
ま
し
た
。
初
め
は
園

芸
を
メ
イ
ン
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
和
牛
生
産
の
方

へ
と
変
更
し
て
い
き
ま
し
た
。 

Q
和
牛
生
産
で
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
は
？

A
子
牛
が
無
事
に
産
ま
れ
て
き
た
時
と
せ
り
市
で
高
値
が

つ
い
た
時
で
す
。

　
無
事
に
出
産
で
き
、
新
し
い
命
と
面
会
で
き
た
時
は
嬉
し
い

で
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
て
か
ら
９
～
10
か
月
育
て
た
牛
が
せ
り

市
で
評
価
さ
れ
、
高
値
が
つ
い
た
時
も
嬉
し
い
で
す
。

Q
和
牛
生
産
の
大
変
な
と
こ
ろ
は
？

A
大
変
な
こ
と
は
大
き
く
２
つ
で
す
。

　
１
つ
目
は
近
年
、
新
し
い
種
牛
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

い
い
牛
を
育
て
る
た
め
の
種
牛
選
び
が
大
変
で
す
。

　

２
つ
目
は
冬
場
の
体
調
管
理
で
す
。
牛
も
人
間
と
同
じ

よ
う
に
熱
が
で
た
り
、
食
欲
不
振
に
な
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
毎
日
の
観
察
を
怠
ら
ず
、
異
変
を
察
知
す
る
こ
と
で
す
。

Q
よ
り
よ
い
和
牛
生
産
を
す
る
た
め
に
心
掛
け
て
い

る
こ
と
は
？

A
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
大
き
く
２
つ
あ
り
ま
す
。

　
1
つ
目
は
牛
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
よ
う
飼
育
す
る

こ
と
で
す
。
牛
は
育
て
る
人
を
見
て
い
る
た
め
、
少
し
で

も
ス
ト
レ
ス
の
か
か
ら
な
い
よ
う
笑
顔
で
接
す
る
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
今
の
自
分
で
満
足
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
新

し
い
情
報
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
す
。
日
々
、
日
常

生
活
に
お
い
て
も
情
報
が
更
新
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
、
牛

の
生
育
も
変
化
し
つ
つ
あ
る
た
め
、
様
々
な
人
か
ら
聞
い

た
こ
と
を
自
分
で
も
試
し
て
み
て
、
良
か
っ
た
も
の
を
新

し
い
技
術
と
し
て
取
り
入
れ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

Q
今
後
の
目
標
は
？

A
今
ま
で
以
上
に
飼
育
の
内
容
を
濃
い
も
の
に
し
、

せ
り
市
で
は
平
均
価
格
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
牛
づ
く
り
を
、
夫
婦
で
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

農農
ココツツ
なら
のの

五
十
市
支
店
管
内
　
藤ふ

じ

丸ま
る

忠た
だ

次つ
ぎ

さん（
63
歳
）

あ
つ
子こ

さん（
63
歳
）
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６
月
９
日
、
今
年
の
10
月
に
開
催
さ
れ
る
第

12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会
（
鹿

児
島
全
共
）
に
向
け
、
家
畜
市
場
で
都
城
地
区

代
表
牛
決
定
検
査
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
決
定
検
査
に
は
、
５
月
21
日
の
第
２
回
予
選

会
を
勝
ち
抜
い
た
【
第
２
区
】
生
後
14
か
月
以

上
17
か
月
未
満
、【
第
３
区
】
生
後
17
か
月
以

上
20
か
月
未
満
に
そ
れ
ぞ
れ
４
頭
ず
つ
、【
第

６
区
】
生
後
17
か
月
以
上
24
か
月
未
満
に
５
頭
、

【
高
校
及
び
農
業
大
学
校
の
部
】
に
２
頭
の
計

15
頭
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
決
定
検
査
で
は
、
審
査
員
が
繋
留
舎
か
ら
審
査

会
場
へ
の
入
場
、
牛
の
状
態
、
立
ち
姿
、
場
内
を

歩
か
せ
る
な
ど
し
、
厳
正
に
審
査
し
た
上
で
全
15

頭
の
う
ち
、
３
頭
が
決
定
検
査
を
通
過
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
審
査
委
員
長
を
務
め
た
全
国
和
牛
登

録
協
会
宮
崎
県
支
部
の
鹿
子
一
彦
委
員
長
は
、

「
今
回
の
決
定
検
査
に
出
場
し
た
牛
は
と
て
も

発
育
良
好
で
腰
の
広
さ
、
腹
容
、
体
の
深
さ
に

優
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
種
牛
性
に
お
い
て

も
骨
あ
じ
、
体
上
線
の
綺
麗
な
牛
が
目
立
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
ま
だ
牛
の
良
さ
を
最
大
限
に

は
出
し
切
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
引
手
が
牛

の
良
さ
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
総
評
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
決
定
検
査
を
通
過
し
た
牛
は
、
都
城

地
域
代
表
牛
と
し
て
８
月
に
小
林
地
域
家
畜
市

場
で
開
催
さ
れ
る
宮
崎
県
代
表
牛
決
定
検
査
に

臨
み
ま
す
。

　
今
回
、
都
城
地
区
代
表
牛
に
選
ば
れ
た
生
産

者
は
次
の
と
お
り
。
敬
称
略
、（
　
）
は
名
号
、

支
店
名
、
父
の
血
統
名
、
母
の
父
の
血
統
名
、

母
の
祖
父
の
血
統
名
。

【
第
２
区
】
新
穂
地
平
（
に
い
ぼ
２
６
３
の
５
、

姫
城
、
耕
富
士
、
美
穂
国
、
勝
平
正
）

【
第
３
区
】
増
元
辰
典
（
す
ず
ち
ゃ
ん
１
、
志

和
池
、
満
天
白
清
、
忠
国
桜
、
勝
平
正
）

【
高
校
及
び
農
業
大
学
校
の
部
】
都
城
農
業
高
校

（
あ
す
か
、
祝
吉
、
福
晴
茂
、
耕
富
士
、
美
穂
国
）

　
６
月
６
日
、本
所
大
会
議
室
で
、ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
Ｌ

Ａ
）
の
今
月
か
ら
始
ま
っ
た
強
化
月
間
の
目
標
達
成
に
向
け
、

気
勢
大
会
を
開
き
ま
し
た
。
Ｌ
Ａ
・
支
所
長
・
支
店
長
ら
64
人

が
出
席
。
強
化
月
間
の
目
標
達
成
に
向
け
て
Ｌ
Ａ
代
表
の
庄
内

支
店
、
山
本
職
員
の
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
一
丸
と
な
り
ま
し
た
。

　
矢
𠮷
組
合
長
は
「
６
月
の
強
化
月
間
は
年
間
達
成
に
向
け
て

大
事
な
月
と
な
る
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
推

進
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
１
人
で
悩
ま
ず
良
い
友
を
見
つ
け
、

良
い
結
果
を
残
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
今
年
度
の
普
及
目
標
、
具
体
的
な
活
動
内
容
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
に
か
か
る
留
意
事
項
等

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、管
内
に
分
か
れ
て
い
る
12
チ
ー

ム
が
そ
れ
ぞ
れ
決
意
表
明
を
行
っ
た
後
、
Ｌ
Ａ
代
表
の
沖
水
支

店
、
上
久
保
職
員
か
ら
「
６
月
の
強
化
月
間
に
お
い
て
、
組
合

員
、
利
用
者
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
安
心
と
満
足
の
提
供

を
実
践
し
ま
す
。
ま
た
、
３
Ｑ
活
動
を
通
じ
て
面
の
推
進
を
実

践
し
、
６
月
強
化
月
間
目

標
達
成
に
向
け
て
全
員
で

協
力
し
、日
々
取
り
組
む
」

と
力
強
い
決
意
表
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ａ
は
目
標
を
新
た
に
、

Ｊ
Ａ
と
組
合
員
、
地
域
住

民
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
立
場
に
寄
り
添
っ

た
総
合
保
障
の
提
案
を
行

い
、
信
頼
と
期
待
に
応
え

る
渉
外
活
動
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

都
城
地
区
代
表
牛
決
定
検
査

〔高校及び農業大学校の部〕
都城農業高校の「あすか」号

〔第３区〕
増元辰典さんの「すずちゃん１」号

〔第２区〕
新穂地平さんの「にいぼ263の５」号

Ｌ
Ａ
気
勢
大
会

Ｌ
Ａ
気
勢
大
会
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「
父
」
と
「
牛
乳
（
ち
ち
）」
と
の
語
呂
合

わ
せ
で
、
６
月
19
日
の
父
の
日
に
牛
乳
を

贈
っ
て
も
ら
お
う
と
、
６
月
３
日
に
宮
崎
県

都
城
北
諸
県
地
域
の
酪
農
団
体
の
代
表
が
Ｊ

Ａ
都
城
、
都
城
市
役
所
、
三
股
町
役
場
を
訪

れ
、
組
合
長
ら
に
牛
乳
や
乳
製
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
訪
れ
た
の
は
都
城
地
区
酪
農
青
壮
年
部
連

絡
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
都
城
女
性
部
酪
農
部
会
、

宮
崎
県
南
部
酪
農
女
性
部
連
絡
協
議
会
の
代

表
者
３
人
。贈
っ
た
の
は
牛
乳
６
３
０
本（
１

ℓ
入
×
30
本
、
２
０
０
㎖
入
×
６
０
０
本
）

と
乳
製
品
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
12
個
。

　
６
月
が
「
牛
乳
月
間
」
で
あ
る
こ
と
か
ら

父
の
日
を
前
に
毎
年
、
組
合
長
ら
に
牛
乳
な

ど
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　
都
城
地
区
酪
農
青
壮
年
部
連
絡
協
議
会
の
永

緑
会
長
が
「
現
在
、
牛
乳
乳
製
品
の
消
費
低
迷
、

世
界
情
勢
の
影
響
を
受
け
、
酪
農
家
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
今
回
の
『
父
』

と
『
牛
乳
』
を
掛
け
合
わ
せ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
通
じ
て
、
牛
乳
の
消
費
拡
大
に
繋
が
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
、
Ｊ
Ａ
の
矢
𠮷
組
合
長
、
都
城

市
の
池
田
宜
永
市
長
、
三
股
町
の
木
佐
貫
辰
生

町
長
に
牛
乳
な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
後
は
、
現
在
乳
価
は
変
わ
ら
な
い
が

飼
料
価
格
は
高
騰
が
続
く
な
ど
、
厳
し
い
酪

農
情
勢
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
な
ど
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
都
城
北
諸
県
地
域
は
、
宮
崎
県
内
の
半
数

以
上
と
な
る
１
１
１
戸
が
酪
農
を
営
む
、
県

内
屈
指
の
酪
農
地
域
で
す
。

　
農
民
連
盟
の
代
議
員
会
が
、
6
月
20
日
本
所

で
行
わ
れ
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
例
年

よ
り
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
代
議
員
会
で
は
、
令
和
3
年
度
の
活
動
報
告

と
収
支
決
算
、
令
和
4
年
度
の
活
動
計
画
と
予

算
案
、
会
費
の
額
、
徴
収
方
法
な
ど
、
全
部
で

4
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
26
回
参
議
院
選
挙
の
対
応
に
つ
い

て
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
崎
県
農
民
連
盟
は
、
農
家
の
意
思
を
国
政

に
反
映
さ
せ
よ
う
と
、
J
A
を
拠
点
に
農
政
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安定した農業確立へ意思結集

農民連盟代議員会開催

父
の
日
に

父
の
日
に

牛
乳
を
贈
ろ
う

牛
乳
を
贈
ろ
う
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６
月
17
日
、
管
内
の
３
つ
の

農
業
法
人
で
３
年
間
の
技
能
実

習
を
受
け
て
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
技
能
実
習
生
４
期
生
11
人
の

修
了
式
を
、
営
農
部
2
階
会
議

室
で
開
き
ま
し
た
。
式
に
は
実

習
生
や
関
係
者
ら
24
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
今
回
、
無
事
に
修
了
式
を
迎

え
た
11
人
は
２
０
１
９
年
６
月

25
日
に
来
日
。
約
３
年
間
か
け

て
そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
法
人
で
実

習
を
し
、
日
本
の
先
進
的
な
農

業
技
術
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　
式
で
は
、
外
国
人
技
能
実
習

生
受
入
生
産
者
連
絡
会
の
中
原

会
長
が
「
３
年
前
に
日
本
に
来

た
皆
さ
ん
が
無
事
、
大
き
な
事

故
や
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
な
く
元

気
に
修
了
式
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
、
嬉
し
く
思
う
。
３
年
間

の
実
習
を
経
て
た
く
ま
し
く
成
長
で
き

て
い
る
と
感
じ
る
。
苦
し
か
っ
た
こ
と
、

大
変
だ
っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と

な
ど
、
経
験
し
た
こ
と
を
思
い
出
話
と

し
て
、
帰
国
し
た
ら
家
族
に
話
し
て
ほ

し
い
。
日
本
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
に

活
か
し
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
挨
拶

し
、
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
ま
た
会
中
に
は
、
実
習
生
一
人
ひ

と
り
が
実
習
期
間
中
の
思
い
出
や
感
謝

の
思
い
な
ど
を
綴
っ
た
作
文
を
、
流
暢

な
日
本
語
で
発
表
し
ま
し
た
。

　
今
日
、
３
年
間
の
実
習
を
終
了
し
た

技
能
実
習
生
の
内
、
５
人
は
帰
国
、
残

り
の
６
人
は
３
号
生
と
し
て
、
実
習
期

間
を
延
長
し
、
引
き
続
き
農
業
技
術
や

知
識
の
習
得
に
励
み
ま
す
。

　
５
月
26
日
、
ミ
ヤ
チ
ク
高
崎
工
場
で
、

第
１
５
２
回
肉
牛
枝
肉
共
進
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
管
内
か
ら
59
頭
の
枝
肉

が
出
品
さ
れ
、
最
優
秀
賞
に
は
西
部
支

部
の
乙
守
治
雄
さ
ん
の
出
品
枝
肉
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
今
、
共
進
会
は
上
物
率

１
０
０
％
、
Ａ
５
等
級
が
全
体
の
89
・

８
％
と
都
城
地
域
の
肥
育
技
術
の
高
さ

が
発
揮
さ
れ
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
共
進
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
枝
肉
の
血
統
は
、「
耕

富
士
」、
母
の
父
「
義
美
福
」、
母
の
祖

父
「
耕
富
士
」。
枝
肉
重
量
５
７
６
・

７
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
１
０
０
平
方
㎝
、

バ
ラ
厚
11
・
１
㎝
、
皮
下
脂
肪
４
・
０

㎝
、
推
定
歩
留
79
・
１
％
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№

12
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
枝
肉
で
肉
質

も
良
好
。
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
相
応
し
い

枝
肉
で
あ
っ
た
と
講
評
さ
れ
ま
し
た
。

　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
乙
守
さ
ん

は
「
今
回
、
出
品
し
た
牛
は
血
統
の
流

れ
が
良
く
、
期
待
を
か
け
て
い
た
牛
で

一
番
の
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
。
現
在
、
肥
育
管
理
は
健
吾
さ

ん
が
管
理
を
し
て
お
り
、
今
回
の
共
進

会
前
も
飼
料
の
管
理
、
牛
の
状
態
を
見

極
め
、
最
高
の
状
態
で
共
進
会
に
臨
め

た
こ
と
が
結
果
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
今
後
は
県
共
で
も
最
優

秀
賞
に
輝
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
健
吾

さ
ん
や
田
中
指
導
員
に
協
力
し
て
も
ら
い

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
受
賞
の

喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。敬
称
略
、（
　
）

は
支
部
名

▽
最
優
秀
賞
＝
乙
守
治
雄
（
西
部
）

▽
優
秀
賞
＝
㈲
迫
間
畜
産
（
高
崎
）

▽
優
良
賞
１
席
＝
㈱
金
政
畜
産
（
大
淀
）

▽
同
２
席
＝
㈲
薬
師
畜
産
（
高
崎
）

▽
同
３
席
＝
久
留
貞
洋
（
東
部
）

▽
審
査
員
奨
励
賞
＝
谷
口
三
義
（
西
部
）

▽
団
体
賞
＝
西
部
支
部

外
国
人

技
能
実
習
生

修
了
式

　
　
　
　
　
■
■
■
■

　
　
　
　
　
■
■
■
■

乙
守
さ
ん
チャンピ
オン　

第
１
５
２
回
都
城
枝
肉
共
進
会
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５
月
26
日
、
都
城
地
域
家
畜
市
場
で
、
農
作
業
安
全
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
管
内
の
農
業
従
事
者
、
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
受
講
生
ら
17
人
が
参

加
し
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
農
繁
期
を
前
に
、
安
全
な
農
業
機
械
の
使
用
法

等
、
農
作
業
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
同
講
習
会
は
、
２
０
１
０
年
か
ら
年
１
回
、
農
繁
期
前
に
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
一
昨
年
、
昨

年
と
開
催
で
き
ず
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
経
済
連
の
担
当
者
が
こ
れ
ま
で
に
実
際
起
こ
っ
た
事
故

事
例
を
紹
介
し
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
解
説
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
使
用
す

る
機
会
の
多
く
な
る
田
植
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
、
草
刈
機
の
実
機
を
用
い
て
、

各
機
械
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
か
ら
農
業
機
械

の
構
造
や
性
能
、
使
用
上
の
留
意
点
な
ど
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
説
明
終
了
後
は
各
農
機

メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
気

に
な
っ
た
こ
と
、
質
問
な
ど
を
担
当
者
と
話
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
使
っ
て
い
た
も
の

の
手
入
れ
の
仕
方
を
知
る
こ
と
で
き
良
か
っ

た
」「
今
回
の
講
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
た
い
」
な

ど
の
感
想
が
あ
り
、
農
作
業
事
故
防
止
対
策
に

つ
い
て
再
確
認
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
全
国
の
農
作
業
死
亡
事
故
発
生
件
数
は
、
令

和
元
年
デ
ー
タ
で
年
間
約
３
０
０
件
近
く
発

生
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
８
割
以
上
が
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
都
城
で
は
、
今
後
も
こ
う
い
っ
た
農
作

業
事
故
を
減
ら
す
た
め
、
啓
発
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
。

３
年
ぶ
り
に
農
作
業
安
全
講
習
を
開
催

　
６
月
７
日
、
８
日
、
11
日
の
３
日
間
に
分
け
て
、
Ｊ

Ａ
都
城
マ
ン
ゴ
ー
専
門
部
会
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
「
都
城

産
マ
ン
ゴ
ー
を
贅
沢
に
使
っ
た
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
教
室
」

を
、
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
美
菜
味
で
開
き
ま
し
た
。

３
日
間
で
合
計
32
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
不
定
期
で
開
催
し
て
い
る
各
種
部
会
と
の
コ
ラ
ボ
企

画
は
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
価
格
で
地
元
農
畜
産
物
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
料
理
教
室
の
中
で
も
人
気
の

高
い
企
画
で
す
。

　
今
回
の
マ
ン
ゴ
ー
を
使
っ
た
料
理
教
室
は
、
都
城
管

内
で
も
マ
ン
ゴ
ー
を
生
産
し
て
い
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
に
、
力
を
入
れ
て
い
る
コ
ラ
ボ
企
画
の
１
つ
で
す
。

　
調
理
の
前
に
、
マ
ン
ゴ
ー
販
売
担
当
の
岩
永
職
員
が
、

管
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
マ
ン
ゴ
ー
の
生
産
農
家
の
戸

数
や
面
積
な
ど
マ
ン
ゴ
ー
専
門
部
会
を
紹
介
し
、
料
理

教
室
の
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
は
都
城
産
の
マ
ン
ゴ
ー
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て

マ
ン
ゴ
ー
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
調
理
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
都
城
で
マ
ン
ゴ
ー
を
生
産
し
て

い
る
イ
メ
ー
ジ
が
無
く
驚
い
た
」、「
マ
ン
ゴ
ー
の
食
べ

ご
ろ
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
、
大
好
評
の
料
理
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

都城産

マンゴーマンゴーを

ＰＲ
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６
月
２
日
、
宮
崎
市
綾
町
に
あ
る
Ｊ

Ａ
宮
崎
経
済
連
養
豚
実
証
綾
繁
殖
農
場

で
竣
工
式
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
都
城
か

ら
矢
𠮷
組
合
長
と
阿
多
畜
産
常
務
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
綾
繁
殖
農
場
は
「
圧
倒
的
な
生
産
性

を
長
期
間
、
誰
で
も
で
き
る
よ
う
に
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
生
産
者
の
負

担
軽
減
と
生
産
性
の
向
上
を
目
的
と
し
、

年
間
３
万
頭
の
子
豚
を
供
給
で
き
る
よ

う
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

分
娩
舎
、
子
豚
舎
は
部
屋
ご
と
の

オ
ー
ル
イ
ン
・
オ
ー
ル
ア
ウ
ト
を
実
現

し
、
洗
浄
・
消
毒
・
乾
燥
の
徹
底
を
可

能
と
す
る
こ
と
で
、
室
内
の
衛
生
レ
ベ

ル
を
高
い
水
準
で
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
他
、
ふ
ん
尿
処
理
装
置

の
設
置
や
、
空
調
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
豚
の
体
調
管
理
に
も
適
し
た
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
下
旬
よ
り
母
豚
を
導
入
し
、
来

年
４
月
に
は
県
内
生
産
者
へ
の
子
豚
の

供
給
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
も
青
年
部
の
各
支
部
で
、
地
元

の
小
学
生
に
農
業
の
楽
し
さ
と
食
の
大

切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
田
植
え

体
験
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
体
験
教
室
は
、
生
徒
に
田
植
え
、
稲

刈
り
と
い
っ
た
米
生
産
の
過
程
を
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
米
づ
く
り
の
楽

し
さ
、
穂
が
実
っ
た
時
の
喜
び
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
同
支
部
が

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
６
月
15
日
、
菓
子
野
小
学
校
の
５
、
６
年
生
計
34
名

は
、
学
校
前
に
あ
る
水
を
張
っ
た
状
態
の
田
ん
ぼ
で

庄
内
支
部
青
年
部
主
催
の
元
「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
と
リ

レ
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
田
植
え
だ
け
で

は
な
く
、
田
ん
ぼ
に
ふ
れ
あ
い

食
と
農
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

ら
い
た
い
と
、
田
植
え
を
行

う
こ
の
時
期
に
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
と

リ
レ
ー
で
は
、
５
年
生
チ
ー

ム
と
６
年
生
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
水
田
に
ネ
ッ
ト
を
張
っ

た
特
設
コ
ー
ト
で
、
泥
に
足
元
を

取
ら
れ
な
が
ら
も
必
死
に
ボ
ー
ル
を
当
て
に
行
っ
た

り
、
飛
ん
で
く
る
ボ
ー
ル
を
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら

避
け
た
り
、
次
の
人
に
頑
張
っ
て
バ
ト
ン
を
届
け
ら
れ

る
よ
う
走
っ
た
り
と
、
笑
顔
で
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
生
か
ら
は
、「
普
段
と
は
違
い
動
き

に
く
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ

た
」「
な
か
な
か
田
ん
ぼ
の
中

に
入
る
機
会
は
な
い
か
ら
、
入

れ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
都
城
青
年
部
は
、
24

日
に
同
小
学
校
の
生
徒
に
田

植
え
体
験
も
し
て
も
ら
い
、

食
と
農
の
農
の
大
切
さ
を
伝

え
ま
し
た
。

普
段
と
は
違
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
体
験

庄内

梅北

姫城

田植え田植え
体験教室体験教室

養豚実証
綾繁殖農場
竣工式
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和牛子牛� （6月15日〜17日）
項目

種別
売却平均
価格（円）

キロ当たり
単価（円）

平均体重
（㎏）

平均日齢
（日）

売却頭数
（頭）

メ ス 582,112 2,050 286 288 441

去 勢 688,247 2,148 319 285 603

平均・計 643,414 2,108 304 286 1,044
※最高価格…1,364,000円（メス）

乳子牛� （6月8日）
項目

種別
売却平均
価格（円）

平均体重
（㎏）

平均日齢
（日）

売却頭数
（頭）

ホルス
オス 138,938 119 78 26

メス 80,300 95 63 1

Ｆ１
オス 277,765 116 79 72

メス 226,111 102 72 54

体外ET
オス 526,900 169 103 1

メス − − − −

体内ET
オス 540,375 134 118 8

メス 432,928 146 120 7

肉牛枝肉� （東京・大阪・2市場平均）
格　付 Ａ5（5-2） Ａ4（4-2） Ａ3（3-2）

キロ単価（円） 2,421 2,185 2,016

前 月 比（円） 32 28 22

6月 せり市成績

7月のせり日
乳 子 牛 和牛子牛

開催日 8日 13日〜15日

※�詳しい日程や、過去のセリ市成績は、下記
URLでご覧になれます。

https://miyakonojyo.ja-miyazaki.jp/seri/nittei/

開 催 日：令和4年7月6日
出場頭数：33頭

チャンピオンコメント
　今回、出品した牛は親牛がこれまでとは
異なっていたため、心配であったがチャン
ピオンを獲ることができて嬉しい。産まれ
た時から出品を決めており、尻幅、毛質が
特に良かったのではないかと思う。また、
日頃よりストレスのかからないように育て
たことも結果に繋がったのではないかと思
う。今後もチャンピオンを獲ることができ
るよう牛づくりに力を入れていきたい。

チャンピオン

郡市和牛共進会7月

チャンピオンに輝いた「ともこ」号と黒肱さん㊥と妻の春子さん㊧と廣池指導員㊨

その他の優等牛生産者は次のとおり。
敬称略、（　）は支部名、父の血統名、母の父の血統名、母の祖父の血統名。

▷２席＝主税博文（高城、耕富士、安福久、福桜）	 ▷３席＝梅ケ谷善照（庄内、耕富士、安福久、勝忠平）
▷４席＝久保次男（三股、耕富士、直太郎、安福久）	 ▷５席＝崎山良広（山田、富久竜、百合茂、平茂勝）
▷６席＝廣池修二（高城、福晴茂、美穂国、勝平正）	 ▷７席＝萬代誠悟（庄内、富久竜、白鵬85の３、福福）

黒肱 昭治さん
［高城支部管内］
名号：「かえで」号
日齢：265日、体重：292㎏
血統：�父「白隆鵬」、母の父「美穂国」、

母の祖父「安福久」

記事の訂正とお詫び　6月号「郡市和牛共進会」で誤った掲載内容がありました。
「チャンピオンコメント」…誤）　県の共進会でもチャンピオン　→　正）　都城地区の共進会でチャンピオン　でした。
「写真説明」………………誤）　妻の春子さん　→　正）　娘の千夏さん　でした。訂正してお詫びいたします。
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　大人しいような、活発なような性格の令愛ちゃん。おしゃべ
り、アンパンマン、ボール遊びが大好きだそうです。遊んでい
る姿、必死におしゃべりする姿など、行動一つ一つ全てが可愛
い中でも、特に寝ている姿が可愛いそうです。
　将来は元気いっぱいで健康な子に育ってほしいそうです。
　いつも元気いっぱいな姿を見せ、周りの人を笑顔にさせる令
愛ちゃんは、上原家になくてはならない天使ちゃんです。これ
からも元気いっぱいな姿を見せながらすくすく成長してね！

　おっとりしていてマイペースな性格なら
ん。しかし、来客があれば元気いっぱいに出
迎えてをしてくれる看板犬です。
　会った最初は吠えますが、すぐに懐き、そ
の後は甘え上手になります。らんちゃんは岩
口家の癒し系の役割を担っています。
　そんならんちゃんは、岩口家になくてはな
らない大事な家族の一員です。これからも家
族みんなを癒してね。

わんぱく天使
安久支店管内
寿雄さん、沙織さんの娘

上
うえ

原
はら

令
り

愛
あん

ちゃん（１歳）

山田支店管内

岩
いわ

口
ぐち

誠
まこと

さん宅

らんらん（トイプードル・メス・3歳）（トイプードル・メス・3歳）

募集内容：ＪＡ都城広報誌「まど」の表紙への出演者
募集対象：ＪＡ都城の正組合員
応募方法：�出演希望の方は、ハガキまたはメールに広報誌「まど」表紙出演希望と記入し、併せて、氏名・住所・連絡先・経

営している品目名を明記した上で、ご応募ください。
お申込み先　●郵　送：〒885-0012　宮崎県都城市上川東3-4-1　ＪＡ都城　総務部総務課　広報担当　
　　　　　　●メール：【宛先】ja-mado@miyakonojyo.ja-miyazaki.jp　【件名】まど表紙
お問い合わせ先：ＪＡ都城 総務部総務課 広報担当 TEL：0986-22-9813 メール：ja-mado@miyakonojyo.ja-miyazaki.jp

JA都城では、広報誌「まど」の表紙に出演していただける組合員を募集します。出演者募集に関する詳細は下記のとおりです。

広報誌 表紙写真
出演者募集

皆さんも「まど」の表紙に出演してみませんか？
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喜 び の 歌 緑 の 草 原

発 芽 の 時 認め合う心

蛍 雪 の 功 個性の尊重

大 願 成 就 郷土の魅力

農 業 技 術 花舞う季節
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８月の行事予定
2日㈫	 全共（県代表牛

決定検査）

6日㈯	 全共（県代表牛
決定検査）

8日㈪	 乳牛せり市

9日㈫	 郡市和牛共進会

10日㈬	 成牛市

11日㈭	 山の日

12日㈮	 フスマ即売会

17日㈬	 子牛せり市 
（～19日）

20日㈯	 成牛市

24日㈬	 フスマ即売会

26日㈮	 理事会

30日㈫	 成牛市

理事会報告（6月28日開催）
≪提案事項≫
議案第１号　令和４年４月末実績について
議案第２号　�県域ＪＡ設立に向けて参加を前提に協

議を進めることの是非判断について
議案第３号　令和４年度昇給・夏季賞与について
議案第４号　�スーパーＬ資金の借入・貸出および農

業制度資金の貸出について
議案第５号　�令和４年度肥育牛関連資金スーパーＬ

資金の借入・貸出について
議案第６号　�令和４年度肥育牛関連資金スーパーＬ

資金の借入・貸出および農協理事と組
合間の利益相反取引の承認について

議案第７号　�令和４年度肥育牛関連資金の貸出につ
いて

議案第８号　�新規就農者確保・育成支援事業に伴う
ＪＡ畜産経営継承支援事業について

議案第９号　�農機自動車大展示会の開催中止につい
て

議案第１０号　�令和４年度畜産・酪農収益力強化整備
等特別対策事業（施設整備事業）の実施・
固定資産取得について

以上、１０議案が提案され、全議案が承認されました。

出席　理事 20人　監事7人
≪報告事項≫
１．会計監査人との監査契約締結について
２．内部統制マニュアル（購買精査ＳＳ）の一部変更

について
３．ＪＡバンク基本方針に基づく「体制整備モニタリ

ング」報告について
４．本所移転構想に関する経緯について
５．ＪＡ役員の利益相反の考え方について
６．令和４年７月行事予定について
７．令和４年度夏期金融推進について
８．令和４年５月末「満開キャンペーン」の実績につ

いて
９．令和４年５月末ＪＡ懸賞付定期積金「たまルン♪

ルン♪」実績について
10．令和４年５月末貯金実績について
11．令和４年５月末余裕金運用について
12．令和４年５月末貸出金実績について
13．都城地域農家経営支援センター運営・事業実施

要領の名称変更および運営・実施要領の一部改
正について

14．令和４年度年間肥料予約推進実績について
	 （５月末）
15．飼料・肥料情勢について
16．令和４年産米出荷契約数量について
17．野菜の販売状況について
18．加工馬鈴薯出荷実績について
19．一番茶実績について
20．畜産情勢について

都城市農業後継者等支援事業都城市農業後継者等支援事業
　農業以外の仕事に従事していた者又は就学していた者のうち、新たに就農した者を対象に、就
農直後の農業経営費等の一部を支援します。
●対象者
　①市内に居住し、申請時に56歳未満であること。
　②農業に専業で従事すること。
　③［親元就農者の場合］
　　�　親族等が農業をしていて、その経営を継承し規模拡大する意思があり、申請から３か月以

内に就農予定又は就農後１年以内であること。
　　※同一経営体における対象者は、１名限りです。
　　[新規参入者の場合]
　　�　農業を継承する基盤がなく、農業で独立自営する意思があり、

申請から３か月以内に就農予定又は就農後２年以内であること。
●給付金額・給付期間
　[親元就農者の場合]　１か月５万円を２年間
　[新規参入者の場合]　１か月10万円を２年間

　詳しくはお問い合わせください。　
　　都城市役所農政課　℡23－2768
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タアサイ
霜に当たるとおいしさが増す

�タ アサイはツケナの仲間で、中国語で「塌菜」と書
きます。「塌」は「つぶれる」という意味です。葉は

平たく杯状に広がっており、さじ状で縮れがあり、日本
の野菜では「キサラギナ」に似ています。チンゲイサイ
と共に、代表的な中国野菜です。

〔品種〕品種分化が少なく「緑彩二号」（サカタのタネ）、
「タアサイ」（タキイ種苗など）として販売があります。

〔畑の準備〕種まきの2週間前までに1平方ｍ当たり苦
土石灰100ｇをまき、酸度を矯正しておきます。1週間前
までに堆肥1㎏と化成肥料（NPK各成分10％）100ｇを
施し、土とよく混ぜておきます（図1）。次に、幅1ｍ、高さ
5㎝程度の栽培床を作ります。

〔種まき〕春まきでは条間15㎝、株間15㎝、秋まきで
大株にするには条間20㎝、株間20㎝に1カ所5、6粒の
点まきをします（図2）。発芽まで土が乾かない程度に灌
水（かんすい）し、発芽後は土が乾いたらたっぷり与えま
す。なお、ポリマルチを使うと、生育の促進に加え、土が
葉の間に入るのを防ぐ効果があります。種まき後は防虫
ネットでトンネルを作り、害虫から保護します。また、べた
がけは発芽促進と害虫の防止になるため、1カ月程度被
覆するのも良いでしょう。

〔間引き〕1回目は発芽後、込み合っている株を除き、2
回目は本葉2、3枚の頃に2本、3回目は本葉5、6枚の頃
に1本にします（図3）。

〔追肥〕大株に育てるには、最後の間引きの半月後に化
成肥料を畝間にばらまき、軽く土寄せします（図4）。

〔病害虫防除〕アブラムシやアオムシ、ヨトウムシなど
が発生します。アブラムシには粘着くん液剤など、アオ
ムシ、ヨトウムシにはトアロー水和剤CTなどを使用しま
す。長雨のときは、べと病や白さび病が発生しやすいの
で、株間を少し広めに取ります。

〔収穫〕春まきでは株が立性になり、草丈25㎝くらい、
秋まきでは、葉は大きく広がり開帳性になり、上から見て
直径20㎝くらいから収穫を始めます（図5）。寒い時期に
なるとおいしさが増してきます。収穫後は広がっている
葉を内側につぼめてひもで縛ると扱いやすくなります。

秋まき（開帳性）秋まき（開帳性）

傾けて収穫傾けて収穫

春まき（立性）春まき（立性）

化成肥料化成肥料

3回目3回目

2回目2回目

1回目1回目

100㎝100㎝

20㎝20㎝

20㎝20㎝

化成肥料化成肥料
堆肥堆肥

図5　収穫図4　追肥

図3　間引き

図2　種まき（秋まき）図1　畑の準備



14

二重マスの文字をＡ→Eの順に並べてできる言葉は
何でしょうか？

徳島県発祥の、日本で一番有名な盆
踊りは？

☟タテのカギ
①	 東海道新幹線の愛称の一つ
③	 天気予報で使う単位はヘクトパスカル
⑥	 食事の――にしっかりと手を洗った
⑦	 ゾウガメのように水の少ない所でも暮らせる亀
⑧	 綿あめの芯棒に使うことも
⑩	 お化け屋敷で――満点の演出を楽しんだ
⑭	 胸びれを広げて滑空します。
⑯	 東北三大夏祭りの一つ、秋田――祭り
⑱	 固体と液体を分ける方法の一つ
⑲	 マンションの賃貸情報に載っています
⑳	「姿勢が悪いよ」と言われやすい体勢

7月号
読者アンケート

　最近皆さんの
周りで起こった
出来事や、旬の
話題を教えてく
ださい。

クロスワードパズル
の答え

お
便
り
イ
ラ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

（
身
近
な
話
題
、
意
見
な
ど
）

※匿名希望の方はペンネームを（� ）
ご記入いただいた個人情報はプレゼント送付に利用します。

　広報誌「まど」では、皆さんのお便りをお待ちしています。身の回
りで起こった楽しいエピソード、我が子自慢、イラスト、便利な情報
など、何でも結構です。下のハガキか、お手持ちのハガキ、または
Ｅメールで、住所、氏名、電話番号を記入の上お送り下さい。
Ｅメールアドレスは、
� ja-mado@miyakonojyo.ja-miyazaki.jpです。

　お便り（アンケート・イラスト・クイズの答え）を
お送りいただいた方の中から、抽選で2名様にプレゼントを
ご用意しています。たくさんのお便りをお持ちしております。

ク ロ ス ワ ー ド
パ ズ ル 頭の体操

ヒント

1 6 8

B

16 19

2 13

D
9 10 17

7

E

14

3 11 20

4

A

15 18

5 12

C

お便り大募集

５月号当選者

応募期限
2022年
8月12日㈮
消印有効

☆ひん太くんさん（山田）・東郷さん（高城）

6月号の
クイズの答え ア ブ ラ ゼ ミ

☞ヨコのカギ
①	 夏に咲く黄色い花
②	 行きは良い良い――は怖い
③	 レタスやゴボウは――科の植物です
④	 すし屋の符丁でお茶のこと
⑤	 能あるタカは隠してる？
⑦	 北海道の北部にある島。昆布やウニが名産品です
⑨	 停留所に止まります
⑪	 漢字などの横に小さな文字で振ります
⑫	 海からそよそよと――が吹いてきた
⑬	 英国の通貨単位です
⑮	 魚の下ごしらえをするときに取ることもあります
⑯	 草を刈るときに使います
⑰	 翼を持っています

イラストコーナー

高城のシマちゃんさん（高城） カラフルフラワーさん（高崎）
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ケーキはお持ち帰り♪ 軽食付き

自
家
製
梅
シ
ロ
ッ
プ
を
サ
イ
ダ
ー
で

割
っ
て
飲
ん
で
い
ま
す
。

カ
ラ
フ
ル
フ
ラ
ワ
ー
さ
ん
（
高
崎
）

自
分
で
経
口
補
助
水
を
作
っ
て
飲
む

と
熱
中
症
対
策
に
い
い
み
た
い
で

す
。
水
１
リ
ッ
ト
ル
に
対
し
、
砂
糖
を
40

グ
ラ
ム
、塩
３
グ
ラ
ム
で
作
れ
る
そ
う
で
す
。

東
郷
さ
ん
（
高
城
）

暑
く
て
た
ま
ら
な
い
日
に
は
梅
干
し

茶
漬
け
が
一
番
で
す
。
今
年
の
暑
い

夏
も
乗
り
切
る
ぞ
!!	

ひ
ん
太
く
ん
（
山
田
）

ぬ
れ
タ
オ
ル
を
ビ
ニ
ー
ル
に
入
れ
て
、

冷
蔵
庫
へ
。
顔
を
拭
い
た
り
、
首
を

冷
や
し
て
対
策
バ
ッ
チ
リ
で
す
！

マ
シ
ュ
マ
ロ
マ
ン
さ
ん
（
庄
内
）

暑
い
季
節
に
な
る
と
食
欲
が
な
く
な

り
ま
す
が
こ
う
い
う
時
に
こ
そ

し
っ
か
り
食
事
を
し
、
夏
バ
テ
予
防
に
納

豆
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
、
山
芋
、
オ
ク
ラ
な
ど

ね
ば
ね
ば
食
品
で
暑
い
夏
を
乗
り
越
え
ら

れ
る
よ
う
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ゆ
き
の
ば
あ
ば
さ
ん
（
沖
水
）

冷
た
す
ぎ
る
飲
み
物
で
は
な
く
、
常
温

の
飲
み
物
か
ら
水
分
補
給
を
行
っ

た
り
、
昼
寝
を
少
し
行
い
、
休
憩
時
間
を

設
け
る
こ
と
で
す
。	

石
田
さ
ん
（
志
和
池
）

　

毎
月
、た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。今
回
の
お
便
り
も
楽
し
く
読
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は「
お
す
す
め
の
熱
中
症
対
策
」を
教
え
て

く
だ
さ
い
で
し
た
。「
水
分
補
給
を
す
る
」「
食
事
を

大
切
に
す
る
」「
ぬ
れ
タ
オ
ル
を
使
用
」「
睡
眠
を
取

る
」な
ど
、紹
介
で
き
て
い
る
熱
中
症
対
策
の
他
に

も
た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ
い
て
お
り
、熱

中
症
対
策
と
い
っ
て
も
、人
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
工

夫
を
し
て
暑
い
夏
を
乗
り
切
っ
て
い
る
の
だ
と
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

近
年
、ど
ん
ど
ん
夏
の
気
温
が
上
昇
し
て
い
る

気
が
す
る
の
で
、今
回
知
る
こ
と
の
で
き
た
熱
中

症
対
策
を
活
用
し
、暑
い
夏
を
乗
り
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
！	

（
森
）

※�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

お
便
り
を
ほ
ん
の
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

読
者
の
ま
ど

◎
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
「
お
す
す
め
の
熱
中
症
対
策
」
を
教
え
て
く
だ
さ
い
で
し
た
。

編
集
後
記

　

今
年
も
６
月
下
旬
よ
り
30
度
を
越
え
る
真
夏

日
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。皆
さ
ま
、外
で
の
作
業
が

多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、適
度
な
水
分
補
給
・
休
息

を
取
り
、体
調
管
理
に
は
十
分
に
お
気
を
つ
け
て

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、６
月
は
青
年
部
主
催
の
田
植
え
体
験
等

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。特
に
今
年
は
、庄
内
支
部
に

お
い
て
田
ん
ぼ
の
中
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
と
リ
レ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。普
段
と
は
異
な
る
環
境
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
楽
し
そ
う
に
活
動
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
体
験
を
機
に
、農
業
分
野
に
興
味
を

持
っ
て
く
れ
る
児
童
が
増
え
て
く
れ
れ
ば
と
思
い

ま
し
た
。	

（
森
）

レッスン
スケジュール

ククッッキキンンググススタタジジオオククッッキキンンググススタタジジオオククッッキキンンググススタタジジオオ
おおひひささままのの台台所所おひさまの台所

問い合わせ先／組織生活課 38-6698
（担当：加

か

々
が

美
み

）

南部支所の直売所に隣接する
“おひさまの台所クッキング
スタジオ美菜味”（みなみ）では、

毎月多彩なテーマで
料理教室を開催しております。

８月のスケジュールは、
右記の通りになっています。
ぜひ、ご参加ください。

◎リクエスト講座
お家で楽しむ世界のランチ～韓国編～

８月１６日㈫ 10：00～13：00
◉参加費2,000円 ◉定員12名

◎地元産食材で
お家で簡単エスニック料理

8月10日㈬ 10：00～13：00
◉参加費2,000円 ◉定員12名

※�お申し込みにあたって注意事項・新型コロナウイルス感染予防のため止むを得ず教
室を中止する場合がございます。お申し込みの際はお電話番号など記載漏れのな
いようにご注意ください。宜しくお願いいたします。

◎地元産旬な食材で
さっぱりジューシー和風ハンバーグ定食

9月3日㈯ 10：00～13：00
◉参加費2,000円 ◉定員12名

◎夏のスイーツ講座
桃タルト

8月27日㈯•30日㈫ 10：00～13：00
◉参加費各2,500円 ◉定員各12名

締切
8/１

締切
7/２８

締切
8/１２

締切
8/１７
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定休日のお知らせ

レストラン朝霧、直売所ATOM、直売所ATOM南部店
8月は　　
休まず営業・9月12月日

１．採用職種及び採用予定人員１．採用職種及び採用予定人員
　⑴　試験種別：総合職（事務職、営業職、技術・指導職）
　⑵　勤務先　：JA都城管内（都城市、三股町）
　⑶　採用予定：15名程度（高校卒10名程度、専門学校卒５名程度）

２．受験資格　　２．受験資格　　
　⑴�　令和５年３月高等学校卒業見込み及び卒業の人で、令和５年４月１日現在において35歳以下
の人

　⑵�　令和５年３月専門学校卒業見込み及び卒業の人で、令和５年４月１日現在において35歳以下
の人

　⑶　JA都城管内（都城市・三股町）に在住、在住見込みの人または、通勤可能な人
　⑷　普通自動車免許保有者（AT限定可）

３．応募受付３．応募受付
　⑴　受付期間：令和４年８月29日㈪　～　令和４年９月12日㈪必着
　　　　　　　　※�令和５年３月高校卒業見込みの人は、９月５日からの

受付となります。
　⑵　応募先・送付先：〒885－0012　宮崎県都城市上川東３丁目４号１番
　　　　　　　　　　　JA都城　総務部職員課　宛
　　　
４．試　験４．試　験
　≪一次試験≫
　　⑴　日　　時：令和４年９月17日㈯
　　⑵　会　　場：JA都城 本所（都城市上川東３丁目４号１番）
　　⑶　試験内容：�筆記試験（基礎能力検査：言語理解、計数理解）、

適性検査、作文、集団面接（予定）
　≪二次試験≫
　　⑴　日　　時：令和４年10月７日㈮予定
　　⑵　会　　場：JA都城 本所（都城市上川東３丁目４号１番）
　　⑶　試験内容：個人面接

５．その他５．その他
　�　詳細につきましては、当JAホームページ、もしくは下記連絡先へ
お問い合わせください。

【お問い合わせ先】【お問い合わせ先】
　都城農業協同組合　 総務部　職員課
　〒885－0012　宮崎県都城市上川東３丁目４号１番　
　TEL：0986－22－9815

令和５年度　JA都城　職員募集令和５年度　JA都城　職員募集
JA都城（都城農業協同組合）の職員採用試験を、次のとおり実施いたします。JA都城（都城農業協同組合）の職員採用試験を、次のとおり実施いたします。

JA都城JA都城
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